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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
の
幕
開
け
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
年
で
あ
る
せ
い
か
、
華
や
か
で
賑
や
か

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
良
い
年
で

あ
る
よ
う
に
と
願
う
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
河
合
雅
司
著
「
未
来
の
地
図
帳
」（
人

口
減
少
日
本
で
各
地
に
お
き
る
事
）
に
よ
る
と
、

２
０
４
５
年
に
人
口
減
少
率
ワ
ー
ス
ト
１
の
秋

田
県
は
、
人
口
が
62
．
４
％
減
（
２
０
１
５
年

時
よ
り
）の
、60
万
人
に
な
る
推
計
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
、
高
齢
化
率
が
加
わ
り
、
２
０
３
５

年
に
は
、
住
民
の
過
半
数
が
65
歳
以
上
と
い
う

「
限
界
集
落
」
な
ら
ぬ
「
限
界
自
治
体
」
が
県
内

で
12
市
町
村
と
な
る
見
込
み
で
、
本
市
も
こ
の

中
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
未
来
へ
持
続
可
能
な

自
治
体
の
あ
り
方
、地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
・

総
合
戦
略
を
し
っ
か
り
と
練
り
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
・
市
当
局
・
市
民
が
一
緒
に
な
っ
て
、

明
る
い
未
来
創
り
へ
の
議
論
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
で
、令
和
の
時
代
の
開
か
れ
た
議
会
と
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

議
会
だ
よ
り
も
、
そ
の
一
端
を
担
い
発
信
し

て
参
り
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

編
集
後
記

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
先
住
民
族
の

総
称
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
自
然
を
愛
し
、
人
を
敬
う

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
を
被
写
体
と
し

て
追
い
求
め
た
ア
メ
リ
カ
人
（
エ
ド

ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
カ
ー
テ
ィ
ス
・
１
８

６
８
～
１
９
５
２
）
の
写
真
を
皆
さ

ん
は
見
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

写
真
の
中
の
先
住
民
た
ち
は
、
私

た
ち
の
魂
の
奥
底
ま
で
見
通
す
よ
う

な
曇
り
の
な
い
瞳
を
レ
ン
ズ
に
向

け
、
悠
然
と
佇
ん
で
い
る
。
ま
る
で
、

私
た
ち
が
抱
い
て
い
る
ア
ン
ビ
バ
レ

ン
ト
な
感
情
を
見
透
か
す
よ
う
に
。

彼
ら
の
思
想
の
礎
に
、「
地
球
の
上
を

そ
っ
と
歩
く
よ
う
に
、
バ
ラ
ン
ス
と

調
和
を
大
切
に
し
て
暮
ら
す
こ
と
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　

現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
心
に
沁

み
る
言
葉
で
あ
る
。
私
た
ち
自
ら
が

ま
ね
い
た
様
々
な
社
会
現
象
と
真
摯

に
向
き
合
い
、
市
議
会
と
し
て
何
が

で
き
る
か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
が
彼
ら
の

歴
史
に
潜
ん
で
い
る
気
が
す
る
。

（
門
脇 

晃
幸 

記
）

控
室

令
和
元
年
12
月
議
会

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

◎
仙
北
市
教
育
委
員
会
委
員

坂
本
　
佐
穂
（
54
歳
）

角
館
町
水
ノ
目
沢
81
番
地

◎
田
沢
財
産
区
管
理
委
員

堀
川
　
清
澄
（
56
歳
）

田
沢
湖
田
沢
字
開
元
２
０
１
番
地

県
自
治
功
労
表
彰

八
栁 

良
太
郎 

議
員

　

市
議
会
議
員
の
八
栁
良
太
郎

さ
ん
は
、
永
年
、
市
政
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
（
旧
市
町
村
時
代

を
含
む
）
と
し
て
、
秋
田
県
地

方
自
治
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　仙北市議会では、市民の皆様と議会議員の意見交換会「おでかけ市議会」を行なっ
ています。開催は、市民の皆様からの申込みによる場合と、議会から意見交換をお願
いする場合の２種類があります。市民の皆様からお申込みをいただく場合は、下記の
要件等をご確認のうえ、議会事務局へご連絡下さい。

⑴対　　象…市内在住、又は在勤する方で構成する 10人以上程度の団体やグループ

⑵開催場所…原則ご希望の場所で開催します

⑶参加議員…ご希望内容（テーマ）に基づき所管する委員会の議員が参加します

⑷対象テーマ…（財政、人口減少問題、まちづくり、公共交通、農業振興、観光、企業誘致、

林業振興、有害鳥獣、都市計画、環境問題、国保、福祉、病院、教育、議会運営など）

●お申込み先…仙北市議会事務局　TEL0187-43-0334

お
で
か
け

市
議
会
の
お
知
ら
せ
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